
別紙様式２

【基本事項】

132

会計

10 款 4 項

6 目 細目

5 章

2 節

5 項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

コストの
増減理由

記念品、記念式典経費による増加。

一般財源 376 365 354 331 721

その他財源

地方債

376 365 354 331 721

財
源

特
財

国・県補助金

その他

721

人
件
費

主担当職員

その他職員
費
用

   事業費合計 376 365 354 331

費用合計

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

意　図
（事業の狙い）

　町内で番楽を継承し活動している団体と、近隣の番楽団体を招待することで、技術の向
上と情報交換を行う。

見直しの履歴
　当初は「ふるさと伝承館」で開催。平成19年度まで３回梅里苑の特設会場で開催してい
たが、平成20年度から町内3団体の地元で輪番制により開催することとなった。

実施内容
第20回を記念して町内３団体のほかに、杉沢比山番楽をはじめとする町外３団体も
招待し、中央公民館で盛大に開催した。また、終了後に伝承文化と食文化を融合し
た記念式典も開催し、情報交換をしながら交流を深めた。

総合計画の
位置づけ

(前期基本計画)

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯学習の充実

文化芸術活動の推進と文化財保護の充実

対　象
（誰、何を）

　町内の番楽継承団体及び町外招待団体による演舞

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般会計

科目
教育費 社会教育費

ふるさと文化推進費

担当課 教育課 担当名 生涯学習・スポーツ担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返（平成４年度開始）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）
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【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

B A C

✓�

✓�

✓�

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

B 　本事業の開催要領の見直しや他の団体との共催や融合などを模索し、町の宝でも
ある伝承文化維持発展のため今後とも継続することが望ましい。

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　□継続　■一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画

　内容がマンネリ化してきていることから、神楽などの他の団
体との交流や、番楽の原点である悪魔払いをより来場者と近
い位置するためにもふるさと伝承館での開催する。また、今
後の方向性について、町内番楽保存会と一緒になり話し
合っていく。

減
↑

費
用
↓

増

✓�

　当初、技力の向上・後継者育成
という目的で始まったが、子ども伝
承祭や町内外での発表機会にも
つながり、目的は達成されている。

　各団体の参加負担も大きいほ
か、ある一定のレベルを確保して
いく必要があることから、削減の
余地はない。

　町の宝として認識されてきてお
り、技力の向上や後継者育成に
目処が立ってきている。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価

　県内唯一である番楽だけの発表・交流会ということで、これまで継続して
開催したことで一定の成果を上げ、当初の目的であった技力の向上や後継
者育成、演目の復活なども果たしている。地域の協力や団体の力も付いて
きていることから、内容を再考していく時期に来ている。

C

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献して
いない


